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中間貸借対照表
単位：百万円

経 常 収 益

経 常 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税 引 前 中 間 純 利 益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

中 間 純 利 益

資 金 運 用 収 益

 

 

役 務 取 引 等 収 益

そ の 他 業 務 収 益

そ の 他 経 常 収 益

資 金 調 達 費 用

役 務 取 引 等 費 用

そ の 他 業 務 費 用

営 業 経 費

そ の 他 経 常 費 用

 19,395

15,427

3,968

- 

231

3,736

1,058

2,677

( う ち 貸 出 金 利 息 )

( う ち 有 価 証 券 利 息 配 当 金 )

( う ち 預 金 利 息 )

 14,044

(13,142)

(780)

4,139

266

945

69

(67)

2,520

152

12,283

401

885

173

科 　 目 金 　 額

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

科 　 目 金 　 額

 569,814
527

333,553
1,818,501

6,631
28,243
28,243
19,996
4,554

723
4,538
7,909

△8,636
2,786,356

2,514,879
24,659

110,023
23

7,908
1,071

447
6,389

630
16
40

107
1,947
7,909

2,668,146

56,967
12,882
12,840

42
47,554
3,314

44,240
44,240
△574

116,829
449
751

1,200
179

118,209
2,786,356

（  資  産  の  部  ）   
現 金 預 け 金
金 銭 の 信 託
有 価 証 券
貸 出 金
外 国 為 替
そ の 他 資 産
 
有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
前 払 年 金 費 用
繰 延 税 金 資 産
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金
資 産 の 部 合 計

（  負  債  の  部  ）   
預 金
譲 渡 性 預 金
借 用 金
外 国 為 替
そ の 他 負 債

賞 与 引 当 金
退 職 給 付 引 当 金
睡 眠 預 金 払 戻 引 当 金
偶 発 損 失 引 当 金
再 評 価 に 係 る 繰 延 税 金 負 債
支 払 承 諾
負  債  の  部  合  計

(  純　資　産　の  部  )
資 本 金
資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

自 己 株 式
 株  主  資  本  合  計 　  
そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金
土 地 再 評 価 差 額 金
評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計
新 株 予 約 権
純 　 資 　 産 　 の 　 部 　 合 　 計
負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計  

そ の 他 の 資 産

未 払 法 人 税 等
資 産 除 去 債 務
そ の 他 の 負 債

資 本 準 備 金
そ の 他 資 本 剰 余 金

利 益 準 備 金
そ の 他 利 益 剰 余 金
　     繰 越 利 益 剰 余 金

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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「りゅうぎんユイマール助成金一般公募」
贈呈式

寄付金贈呈式

03 地球環境保護のための
具体的な行動02 地域社会および

職場における平等の確保

グループの重点的な取り組み

地域支援
特別協賛寄付金贈呈／りゅうぎんユイマール助成会
　地域国際化協会として総
務省から認可を受け、国際
交流推進事業を実施してい
る「公益財団法人沖縄県国
際交流・人材育成財団」へ
「新型コロナウイルス禍にお
ける在住外国人の生活支援
事業」に活用いただくため、
特別協賛として寄付金を贈
呈いたしました。
　また、毎年、役職員に募金
を募り、さらに同額を銀行が
寄付することで基金を造成
している「りゅうぎんユイマー
ル助成会」では、地域の福祉
活動や環境保全活動を継続
的に支援しており、これまで
の助成件数・金額は1,254
件、2億2,946万円となりま
した。

（2021年9月30日現在）

健康経営
ウェアラブルデバイスの貸与
　健康経営の取り組みの
一環として、希望する役職
員全員へウェアラブルデバ
イスを貸与しています。貸
与したウェアラブルデバイ
スを利用したウォーキング
イベントを、琉球銀行健康
保険組合と定期的に共同
開催するなど、役職員の健
康管理・健康保持に積極的
に取り組んでいます。

　沖縄県の金融機関初となる「Nearly 
ZEB」の認定を受けていた本部支店で
は、2020年度の同店の年間エネルギー
消費量を基準建物に対して75.5%削減
し、「Nearly ZEB」に該当する店舗であ
ることが検証されました。
　「ZEB」とは、ゼロ･エネルギー･ビル
ディングのことをいいます。エネルギー消費量の削減率に応
じ、基準建物に対し年間エネルギー消費量を100%以上削
減したものを「ZEB」、75%以上を「Nearly ZEB」、50%以上
を「ZEB Ready」、40%以上を「ZEB Oriented」と4段階に
区分しています。

「Nearly ZEB」を実現した本部支店での具体的な取り組み
1 放射式冷房システムおよび全熱交換機の導入よる空調負荷の低減
2 LED照明や人感センサーなどによる消費エネルギーの削減
3 デマンド監視装置による契約電力の制御
4 太陽光発電設備(20kW)の導入

自然環境・生態系保護
グリーンボンド債の購入
　琉球銀行はＥＳＧ（環境・社会・企業統治）投資の一環とし
て、地球温暖化対策や再生可能エネルギーなど、環境保全に
取り組む資金を調達するために発行されるグリーンボンド
債に投資を行っています。
　今後も地球環境の保護が重要との認識のもと、地球温暖
化の抑止や自然環境・生態系保護のための活動を積極的に
取り組んでいきます。

省エネへの取り組み
本部支店にて「Nearly ZEB」を実現

SDGsへの取り組みSDGsへの取り組み7




